
月 26 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
農業の振興44

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 11

部章節№ 第5部 第1章 第1節 評価担当部 環境経済部
関連部局 -

総合計画書掲載頁 160 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

農業従事者の確保や農業経営基盤の強化を支援するとともに、地域の特色をいかした農業の振
興につとめます。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

農業を取り巻く状況は、農業従事者の高齢化や後継者不足、町内不在地主の増加などにより、
農業従事者の減少や耕作放棄地の増加が進んでいるほか、輸入農産物の増加に伴う、農産物価
格の低迷など厳しい状況となっている。

橋本和明

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 多彩な産業の活力あるまちづくり

施策の分類【章】 特色ある農林業の振興

法令・制度
の変更

施策の課題

農業経営の維持と担い手の確保が大きな課題となっており、特色ある地域農業や農業の生産性
を高めていくためには、農道等の基盤整備をはじめ、農作業の効率化や遊休農地の解消、有害
鳥獣対策などにつとめるとともに、農業経営の基盤強化に向けた取り組みをさらに進める必要
がある。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『農業の振興』について「満足」と感じ
る住民の割合

30.5 ％ 23.3 ％ 41.0 ％ C

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

認定農業者数（人） 増 32 27 27

25年度
目標値
28年度 達成度

－

28 40 C

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

有害鳥獣駆除頭数（頭） 増 60 25 70 72 75 A

－

－



８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

2 農業基盤の整備 B

1 農業経営の強化と担い手の育成 B 4 流通・販売機能の強化 B

６ 総合評価

成果指標評価 C 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

3 地域農業の振興 A

B

総合評価

B 構成事務事業の見直しが必要な施策です。

農業の現状は、農産物の輸入による国内農産物の生産価格の低迷をはじめ、農業従事者の高齢
化や遊休荒廃農地の増加、さらには、有害鳥獣による耕作被害等の要因から、認定農業者の減
少はもとより、農業人口の減少が続いており、広く離農が進んでいる。

（自動判定）

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

□ 大幅な見直し ■ 新たな取組みや事業を追加 □ その他

７ 今後の方向性

方向性 □ 現状維持 □ 一部見直し

改善案
などの
内　容

今後の方向性としては、地域農業の中心的担い手の育成をはじめ、新規就農者の参入促進や定
着化を図るため、「人・農地プラン」の拡大、また、新規就農者が農業に専念できるような住
環境の面に対する支援、さらには、有害鳥獣被害による農業従事者の生産意欲の減退を防止す
るため、有害鳥獣対策の充実に努めることなど、新たな施策を講じていく必要がある。

評価 ・
方向性 所管部の方向性のとおり



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (1) 農業振興地域整備計画・農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の推進 農政課 26年度 B

1 (2) 農業従事者に対する指導・研修の充実と交流促進 農政課 26年度 B

農業後継者や新規就農者の育成 農政課 26年度 A

1 (5) 農業生産における低コスト化・省力化 農政課 26年度 B

1 (4) 農用地の集積化などによる農地の有効利用促進 農政課 26年度 A

1 (3)

1 (6) 農家の形態に応じた支援の検討 農政課 26年度 －

1 (8) 遊休農地の適正利用促進 農政課 26年度 B

1 (7) 集団的農業経営や企業等の参入促進 農政課 26年度 －

3 (1) 環境保全型農業の促進 農政課 26年度 A

2 (1) 農業振興地域内の農道等の基盤整備の推進 農政課 26年度 B

3 (3) 観光・レクリエーション農業の振興と市民農園の設置 農政課 26年度 －

3 (2) 関係機関との連携によるお茶などの農産物の特産化の支援 農政課 26年度 B

3 (5) 取り組みやすい農作物の導入や加工品づくり 農政課 26年度 －

3 (4) 畜産経営の基盤強化と周辺環境整備の促進 農政課 26年度 B

3 (7) 地域の実情に応じた有害鳥獣対策の推進 農政課 26年度 A

3 (6) 農業体験や食と農に関する普及・啓発 農政課 26年度 A

4 (1) 農産物直売所の充実支援 農政課 26年度 －

3 (8) 米の消費拡大に向けた取組み 農政課 26年度 A

4 (2) 農産物の地産地消の促進 農政課 26年度 B


